
　
健
康
保
険
の
料
率
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
負
担
金
（
以
下
、
納
付
金
）
な
ど
の
支
出
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
に
健
康
保

険
料
率
を
78
‰
か
ら
8
‰
引
き
上
げ
て
、
86
‰

と
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
据
え
置
き
し
て
い

ま
す
。

　
経
常
収
入
は
賃
上
げ
や
一
時
金
等
に
よ
り
、保

険
料
収
入
が
増
加
し
た
た
め
、
１
６
０
・
３
億

円
と
前
年
度
比
２・２
億
円
（
１
・
４
％
）
増
加

し
ま
し
た
。

　
経
常
支
出
は
、
１
６
０・
２
億
円
と
前
年
度

比
３・４
億
円（
２
・
１
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶ �

健
保
組
合
を
運
営
す
る
た
め
の
事
務
費
は
、

総
額
０
・
８
億
円
と
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額

で
す
。

❷ �

保
険
給
付
費
は
、
総
額
80
・
７
億
円
と
前

年
度
比
２
・
９
億
円
（
３
・
７
％
）
増
加
し
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
給
付
費
も
前
年

度
比
２
・
３
％
増
加
し
ま
し
た
。

❸ �

納
付
金
は
、
総
額
69
・
１
億
円
と
前
年
度

比
０
・
２
億
円
（
０
・
4
％
）
増
加
し
ま

し
た
。
前
期
高
齢
者
（
65
～
74
歳
）
納
付

金
は
27
・
６
億
円
と
前
年
度
比
２
・
７
億
円

（
９
・
０
％
）
減
少
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳

以
上
）
支
援
金
は
41
・
５
億
円
と
前
年
度

比
３
・
０
億
円
（
７
・
７
％
）
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

　�

納
付
金
の
負
担
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
が

開
始
さ
れ
た
平
成
20
年
度
に
比
べ
る
と
33
・

０
億
円
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
７
年
度
の
保
険
料
収
入
に
対
す
る

割
合
は
43
・
２
％
で
あ
り
、
健
保
組
合
の
財

政
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❹ �

各
健
保
組
合
の
独
自
事
業
で
あ
る
保
健
事

業
費
は
、総
額
９
・
５
億
円
と
前
年
度
比
０・

２
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
当
健
保
組
合
は

従
来
か
ら
健
診
等
の
疾
病
予
防
事
業
に
資

源
を
集
中
し
て
お
り
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い
て

着
実
に
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

（単位：億円、％）

主要項目 令和
６年度

令和
７年度

対前年度
増減額

対前年度
増減率

（＋）保  険  料 157.8 160.0 2.2 1.4 

　（保険料率）(86.0‰ ) (86.0‰ ) (0.0‰ ) (0.0) 

経常収入 158.1 160.3 2.2 1.4 
（－）事　務　費 0.8 0.8 0.0 0.5 
（－）保険給付費 77.8 80.7 2.9 3.7 

（被保険者 1 人当たり：千円） (293.8) (300.7) (6.9) (2.3) 

（－）納　付　金
 （拠出金）

68.8 69.1 0.2 0.4 

（前期高齢者納付金） (30.3) (27.6) ( ▲ 2.7) (▲9.0) 
（後期高齢者支援金） (38.5) (41.5) (3.0) (7.7) 

（－）保健事業費 9.3 9.5 0.2 2.3 

経常支出 156.9 160.2 3.4 2.1 

経常収支 1.2  0.1  ▲ 1.1 ―

令和
８年度
見込
158.1 

(86.0‰ )

158.6 

1.2 

82.3 

(309.5) 

72.3 

(27.7) 

(44.6) 

10.8 

166.8 

▲ 8.2 

＜参考＞

（＋）①別途積立金繰入 12.0 10.0 ▲ 2.0 ▲16.7 
（＋）財政調整事業交付金 1.9 1.9 0.0 0.7 
（＋）高齢者医療助成金他 0.9 0.7 ▲ 0.2 ―

15.0 

1.4 
0.5 

＜経常外収支＞

総合収支 16.0 12.6 ▲ 3.4 ▲ 21.4
総合収支

（除①別積繰入）
4.0 2.7 ▲ 1.3 ―

8.7 

▲ 6.3 

年　　度 令和６年度 令和７年度 増　減
健 康 保 険 料 率 86.0‰ 86.0‰ ―
被保険者数（3 月末） 26,540 人 26,813 人 273 人
被扶養者数（3 月末） 15,493 人 14,924 人 ▲ 569 人
扶 　 養 　 率 0.58 人 0.56 人 ▲ 0.02 人
被保険者平均年齢 45.30 歳 45.45 歳 ＋ 0.15 歳
標準報酬月額（年間平均） 421,985 円 431,416 円 ＋ 9,431 円
総標準賞与額（年間合計） 558 億円 531 億円 ▲ 27 億円

※�増減額および増減率は、単位未満の数値を含めて計算した結果を四捨五入し
て表記しています。

（単位：億円、％）

令和６年度
実  績①

令和７年度
実  績②

増加額
②－①

増加率
②／①

保　険　料　率 18.4‰  18.4‰  0.0‰  0.0  
（＋）介護保険収入 23.0  23.0  ▲ 0.0  ▲ 0.1  
（－）介護納付金 19.4  20.0  0.6  3.1  
（±）そ　の　他 ▲ 0.0  ▲ 0.0  0.0  ―

収支差額 3.6  3.0  ▲ 0.6  ―

介護準備金 11.1  14.1  3.0  27.1  
（積 立 率） (679%) (865%) (186%) ―

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

令和８年度
見込

経常収支差引額 ▲ 10.1 ▲ 8.2 2.9 1.2 0.1 ▲ 8.2 

法定準備金残高 27.8 27.8 27.8 27.8 28.0 28.0
別途積立金残高 33.5 27.4 32.8 36.8 39.5 33.2

（単位：億円）
＜参考＞

＜内部留保＞

収支（前年度比較）組合状況

経常収支差引額と内部留保残高の推移

収支（前年度比較）

決
算
の
お
知
ら
せ
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

７
月
28
日
に
開
催
し
た
組
合
会
で
令
和
７
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
保
険
料
率
の
対
応
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

決
算
の
概
要

健
康
保
険
の
決
算

健
康
保
険
の
料
率

経

常

収

入

経

常

支

出

健康保険

健康保険

介護保険

健康保険

2令和８年－秋



　
経
常
収
入
か
ら
経
常
支
出
を
差
し
引
い
た
経

常
収
支
は
、
前
年
度
比
１・
１
億
円
減
少
し
た

も
の
の
、
０
・
１
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
常
収
支
に
経
常
外
収
支
を
加
算
し
た
総
合

収
支
（
別
途
積
立
金
の
繰
入
を
除
く
）
は
、
２・

７
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
合
収
支
の
決
算
残
金
は
、
所
要
の
繰
越
処

理
を
行
い
、
残
額
を
繰
越
剰
余
金
と
な
る
「
別

途
積
立
金
」
と
し
て
積
み
立
て
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、「
法
定
準
備
金
」
が
28
・
０
億

円
（
前
年
度
比
０・
２
億
円
増
加
）、「
別
途
積

立
金
」
が
39
・
５
億
円
（
前
年
度
比
２・
７
億

円
増
加
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
は
、
保
険
料
率
を
18
・
４
‰
の
ま

ま
据
え
置
き
と
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
収
入
は
23
・
0
億
円
と
前
年
度
比
微

減
、
納
付
金
は
20
・
0
億
円
と
前
年
度
比
０
・

６
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
他

の
収
支
を
含
め
た
収
支
差
額
は
、
前
年
度
に
比

べ
０
・
６
億
円
減
少
し
て
３
・
０
億
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、「
介
護
準
備
金
」
の
期
末
残
高

は
14
・
１
億
円
と
前
年
度
に
比
べ
３
・
０
億
円

増
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
保
険
料
率
を
検
討
す
る
う
え
で
主
要

な
支
出
項
目
で
あ
る
納
付
金
や
保
険
給
付
費

は
、
高
齢
化
や
先
端
医
療
の
高
度
化
を
背
景
に

今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
は
母
体
事
業
主
の
三
井
住
友
海

上
火
災
保
険
株
式
会
社
と
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
の
合
併
予
定
日
で
あ

る
令
和
９
年
4
月
1
日
に
三
井
住
友
海
上
健
康

保
険
組
合
と
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
健
康
保

険
組
合
も
合
併
し
ま
す
。
両
健
保
組
合
の
令
和

８
年
度
着
地
見
込
み
や
令
和
９
年
度
予
測
等
、

収
支
状
況
を
十
分
に
検
討
し
保
険
料
率
を
決
定

し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
10
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
、健
康
保
険
料
、保
険
給
付
費
と
納
付
金
（
高

齢
者
医
療
負
担
金
）
等
の
状
況
分
析
と
情
報
収

集
を
行
い
、
適
正
な
保
険
料
率
と
な
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
健
保
組
合
が
国
に
代
わ
っ
て
保

険
料
を
徴
収
し
、
介
護
納
付
金
と
し
て
国
に
納

付
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
保
険
の

料
率
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
必
要
料
率
を
確

保
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
8
年
度
は
保
険
料
率
を
18
・
４
０
‰
か

ら
引
き
下
げ
て
、
17
・
０
０
‰
と
し
て
い
ま
す
。

（
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
健
保
と
同
料
率
）

　
介
護
保
険
は
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て

今
後
も
負
担
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
引
き
続
き
慎
重
に
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
納
付
金
の
負
担
増
や
医
療
費
の
増
加

な
ど
、
健
保
組
合
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
健
康
保
険
、
介
護
保

険
と
も
適
切
で
納
得
感
の
あ
る
料
率
水
準
と
な

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　病院で処方される抗菌薬。どんな症状にも有効で、治ったと感じたら残りはのまないほうがよいと思って
いませんか？　正しい知識を身につけ、適切な服用ができるようになりましょう。

子どもの抗菌薬抗菌薬の使用には注意が必要です

　医師からの指示に従わず不適切な服用をすると、抗菌
薬が効かない薬剤耐性菌を出現させる恐れがあります。
症状が治まったからと自己判断で服用をやめたり、残っ
ている薬や人からもらった薬を服用してはいけません。

　大人よりも免疫力の弱い子どもが
薬剤耐性菌を保菌してしまうと、将
来感染症にかかったときに治療に使
える抗菌薬が少なくなり、重症化や
難治化のリスクが高まってしまいま
す。抗菌薬は必要なときに用量用法
を守って服用し、必要がなければ使
わないことが大切です。

 子どもはとくに 
 薬剤耐性菌に注意を！

抗菌薬 ウイルス細菌
抗菌薬 ウイルス細菌

指示された用量用法を守ってのみましょう
　抗菌薬は細菌を壊したり、増えるのを抑えたりする薬
で、抗生物質や抗生剤とも呼ばれます。溶連菌性咽頭炎
や急性中耳炎などの細菌による感染症には効果が期待で
きますが、ウイルスが主な原因である一般的なかぜや胃
腸炎などには効果が期待できません。

抗菌薬は万能薬ではありません

介
護
保
険
の
決
算

介
護
保
険
の
対
応

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

健
康
保
険
の
対
応

内

部

留

保

経
常
収
支
お
よ
び
総
合
収
支
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